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内閣府ら主導の理工チャレンジ　人の子どもたちが来場！
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■８９面
◇インタビュー
国土交通省住宅局長　伊藤　明子氏

◇寄稿
・内閣府男女共同参画局長　武川　恵子氏
・厚生労働省大臣官房審議官
（雇用環境・均等、子ども家庭、少子化対策担当）
　成田　裕紀氏

◇トップインタビュー「わが社のメソッド」
・石坂産業代表取締役　石坂　典子氏
・応用地質代表取締役社長　成田　賢氏

・国際航業代表取締役会長　呉　文　繍氏
・安井建築設計事務所代表取締役社長　
　佐野　吉彦氏

■面
◇座談会「どう働くかどう生きていくのか」
・建設技術研究所広報室室長　松田　光弘氏
・朝日航洋空間情報事業本部技術企画部／測量・
　地理空間情報女性の技術力向上委員会委員長
　杉森　純子氏
・類設計室設備設計房　久保田　彰子氏
・高砂熱学工業経営企画部広報室主任
　土屋　拓仁氏

◇日特建設と韓国・イルソン社の女性技術者交流会
ｉｎ韓国
■面
◇私の取り組み方！　ピカイチ施策
◇女性目線のトイレ紹介アイカ工業
◇わが校の特色！　建設産業界への就職を後押し
・日本工学院八王子専門学校
・東海工業専門学校金山校

■面
◇「絵」でみる働くママ・パパの姿
子どもたちの力作大集合！

◇理工チャレンジに参加
　女子の理工系進学を後押しする取り組
み「理工チャレンジ（リコチャレ）」。
その一環として日本経済団体連合会、内
閣府、文部科学省が主催する「夏のリコ
チャレ」に、日刊建設通信新聞社が日
本大学理工学部と一緒に参加しました。
「わたしの住むまちをデザインする仕
事」と題したイベントに産学官者が一

堂に会し、約人の子どもたちが来場。
水道水や電気、冷暖房、お家や学校、橋
やトンネルなど私たちが生活する中で何
気なく使っている技術に直接触れ、専門
家の声を聞く、またとないチャンスに子
どもたちの目は輝いていました。
◇内閣府「理工系女子応援ネットワーク
会議」
　内閣府は月４日、「リコチャレ！」

の趣旨に賛同し、取り組みを行っている
団体・人が参加し、情報交換や先進
的な取り組み事例を共有しました。松山
政司内閣府特命担当大臣は、「わが国が

持続的に成長していく上で、科学技術・
学術分野における女性活躍が極めて重要
であり、政府としても、未来の理工系女
性の育成には産学官による取り組みや支
援が不可欠と考えていることから〝リコ
チャレ〟に力を入れていく」と語りまし
た。
◇来年も開催！
　日刊建設通信新聞社では、来年も「夏
のリコチャレ」を開催する予定です。ス
ケジュールなどについては「カナリヤ通
信」に随時掲載します。

　日刊建設通信新聞社が建設産業界における女性（男性）の働き方について考え・気づく紙面「カナ
リヤ通信」を創刊してから２年が経過しました。この２年、紙面を通じて管理職や育児期間中、入社
して間もない女性たちの仕事に対する意気込みや不安などといった生の声を随時掲載してきました。
また、妊娠・出産をはじめ更年期、メンタルヘルスなど医学的な部分とそれに対する制度面について
も採り上げました。そこで今特集号では、男女ともに働きやすい職場環境とは何かについて、国、団
体、企業のトップや社員の方たちに取り組みや施策などを聞きました。

　公益財団法人世紀職業財団は、良好な
雇用環境を整備し、労働者の福祉の増進を
図ることで、経済社会の発展に寄与するこ
とを目的として年に「財団法人女性職
業財団」として設立された（年に財団法
人世紀職業財団へ改称）。その目的実現
のために、①女性労働者の活躍推進②仕事
と生活の両立推進③ハラスメントのない職
場づくりの推進④ダイバーシティマネジメ
ントといった事業を通して、雇用の分
野において多様な労働者が均等な参加の機
会と待遇を得て責任を担い、その能力を十
分に発揮できる環境を整備している。

　働くことについて、一人ひとり原点に立ち
返ってみてはどうでしょうか。なぜ働くのか、
正解はありませんが今一度考えてみると良い
かもしれません。給料を得るという経済的な
理由のほかにも、成長したい、ほめられたい、
また所属意識や帰属意識を得たいなど目的は
色々とあるでしょう。「働くこと」「仕事を
すること」について本気で考え、強い信念を
持って臨んでほしいと思います。
　私が就職した時代は高度経済成長期で、社
会を良くしたい、世の中の役に立つ仕事をし
たいという気概を持っていました。特に私は、
労働省（現厚生労働省）に入省し、まさに社
会をつくる現場にいましたので、その意識が
強いのかもしれません。
　年、雇用均等・児童家庭局長を最後に
退官した後、私は資生堂に転職しました。資
生堂の企業ミッションや理念は「世界の女性
の健やかで美しい生活・人生をお手伝いする
こと」で、化粧品という商品を通して世の中に
役に立つ仕事をしているのだと感じました。

　資生堂に入った当初、女性の取締役はいま
せんでした。周りは生え抜きの男性ばかり。
そこで私は２つのことで貢献しようと思いま
した。
　１つ目は、「女性が活躍できる会社にする」
ということです。管理職の女性比率は年時
点で％でした。そこで年度の目標数値を
％にし、女性１人ひとりにあった育成計画
を立て実行しました。その結果、目標には届
かなかったものの％まで増やすことができ
ました。
　２つ目は、「会社経営に多様な視点を入れ
る」です。取締役は私以外すべて生え抜きで
したから、他の企業の事情はよくわかりませ
ん。その点、私は転職組です。社内での経験が
あまりないからこそ見えてくることもあり、
それこそが大切だと思ったのです。役員会議
では、皆さんと違う意見を言ったことも少数
意見に賛成したこともあり、さまざまな反応
がありましたが、「外部にいた私の役割」と

いう強い信念をもって意見を述べました。
　取締役に女性が入ると取締役会が活性化
し、業績にプラスの効果があるというデータ
もありますが、資生堂の取締役会の活性化に
寄与したのではないかと自負しています。

　ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）につ
いては、企業と社員はウィン・ウィンの関係
にあると考えます。企業は良い人材をとりた
い、定着してほしい、と願っていると思いま
すので、実現するためにＷＬＢが必要である
ことを知ってください。建設産業界は統計か
ら見ても定着率が悪いですが、ＷＬＢがしっ
かりしていないことも一因だと思います。統
計によると労働時間が週時間を超えると効
率が下がるというデータがあります。残業代
を支払っても効率が下がったのでは企業にと

ってもマイナスになると思います。「残業あ
りき」は止めるべきだと思います。
　これからは、新しい価値を創造できる会社
が伸びます。男性や女性、高齢者や外国人、
時間制約がある人など多様な人が働ける環境
こそが、多様な価値観や発想法を社内にもた
らし、そこから新しいアイデアを生み出し、
企業を成長させるのだと思います。

　仕事をする上で、男女の差はありませんが、
あるとすれば２つ。１つは、「育児や介護は
女性がやるべき」といった意識が根強くあり、
女性は時間的制約がある場合が多いです。し
かし、こういった意識は変えなくてはいけま
せん。
　もう１つは、理工系の学部に進む女性が少
ないことです。それは、子どものころからの

進路選択に問題があるからだと思います。文
部科学省の調べによると、女性の理工系進学
の占める割合は男性に比べて非常に低い結果
が出ていますが、背景には女の子だから「文
系」「数学が苦手」などといった先入観念や
保護者の理工系進学への無理解などがあるよ
うです。いま、内閣府では理工チャレンジと
いう施策を展開しており、当財団でも応援し
ています。理工系の面白さを知ってもらうイ
ベント「夏のリコチャレ」を各地で開催して
いるので、女子学生・生徒にはぜひ参加して
ほしいと思います。

　ハラスメントはいけないことだけれど、ど
の職場にも必ずあります。ハラスメントを受
けると心身にダメージを受け、自殺に至る場
合すらあります。当事者の生産性が下がるだ
けでなく、見ている同僚も嫌気がさします。
これは企業にとってもマイナスとなるので、
相談窓口を設けるなど、相談者にとって不利
にならないように配慮しながら問題を解決す
る必要があります。また、管理職研修を行い、
厳しい指導とハラスメントは何が違うのかを
理解してもらうことも重要です。
　今の若い人は怒られることに慣れていない
人が多いので、指導しているのにハラスメン
トだと受け取ってしまうこともあります。上
司は成長してほしいと願っているのに、部下
は違う受け取り方をしている場合もありま
す。そういったことがないように、日ごろか
ら上司と部下の信頼関係を構築することが大
切です。

（いわた・きみえ）厚生労働省雇用均等・児童家庭局長を最後に
年退官。同年　株式会社資生堂に入社。取締役執行役員、取締役常務
を経て、年代表取締役副社長に就任。年年同社顧問。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。
webで公開中
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　「多様な働き方」の時代を迎えてい
ます。企業は考え方も生き方も異なる
さまざまな人たちの集合体です。社員
が企業ビジョンを共有し相互に尊重し
個々の力を結集しながら、「夢と希望」
の実現と新たな経済的価値創出に向か
う活動が仕事だと思っています。
　社員の得意とする分野となる「場」
と「機会」を与え、いわゆる適材適所
に配置することが経営者の役割ではな
いでしょうか。そのために、社員の
「夢と希望」の実現と経営目標を一体
的にデザインし、それを叶えるために

人材を配置しています。また、社員の
声が届く壁のない風通しがよい組織を
整備し、経営者と社員が直接コミュニ
ケーションのできる環境を大切にして
います。
　ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）
にとって一番大切なのは「社員の健康」
だと考えています。健全な精神と体で
働けるように「健康弁当」の提供、な
らびに健康診断でチェックが入った場
合には、必ず医者にかかり完治するま
で指導する「健康増進」に注力してい
ます。また、ＷＬＢの指標を時間にお
いて、働く時間の管理を徹底していま
す。時間は誰でも平等にあり、「夢と
希望」の実現や使命を達成するための
資源であり財産なのです。
　社員が「時間」を意識して働けるよ
うに、出・退勤時間を管理し残業時間
の抑制に努めています。終業時間にな
ると音楽を流し、事前に所属長から残
業申請がない場合、分後には自動的
にパソコンがシャットダウンします。
そういった取り組みをすることで、強
制的に残業をしにくい環境をつくり早
期退出を促しているのです。
　当社ではダイバーシティ経営を推進
していますが、実際「働く」ことに男
女の差を考えることは意味を持たない
と考えています。だれもが平等に働け
る企業こそ活性化し未来につながるの
だと思います。

　当社は「働き方革命」に取り組んで
います。「改革」ではなく「革命」で
す。働き方を大胆に変えるにはまず
「意識」を変える必要があります。会
社は色々な立場の人が一緒になって働
く場です。皆それぞれ制約や環境があ
りますが、「やりがい」を持って働く
ことが最も重要です。ワーク・ライフ
・バランス（ＷＬＢ）と言われていま
すが、家族との時間はとても大切です
し、そういう時間があるからこそ仕事
もできるのだと思います。私が入社し
た時代「死ぬ一歩手前まで働け」とい
った雰囲気があり、午前零時前に帰る
なんてあり得ませんでした。しかし、
時代は変わり、働き方を見直しはじめ
た年前、８割の社員の退出時間が午
後９時分だったのが今では７時分
になっています。それも、ここ１２
年で一気に早くなりました。
　ただ、働き方革命を推奨しても、た
だ「早く帰れ」「ＷＬＢを考えなさい」
といってもだめです。当社は職種柄、
以前は１つの仕事を１人で担当してい
ましたが、誰も代わりがいないから休
めないということが往々にありまし
た。これは、個人にとっても負担です
し、会社にとってもリスクです。そう
いったことを回避するためにも仕事を
「個人商店」ではなく組織で実施し、
組織対応で業務を管理する「複線型工
程管理」を導入しました。また、ＡＩ
やＩｏＴなど情報技術等の導入によっ
て省力化を図ることが可能になりま
す。そうすることで、個人の負担が軽
減され、ひいては休みやすい環境が整
うことになります。
　当社では、男性の　育児　休暇　取得率

は．％になっています。また、育児
休暇取得中の女性については、毎月Ｓ
ＮＳを使って社内報と社長メッセージ
を送っています。復職後は、仕事の勘
を取り戻せるように段階を踏めるよう
に配慮しています。また、時短勤務を
必要としている人については、その中
で最大限働ける部門をつくり貢献して
もらっています。そういった、ビジネ
スモデルを作ることで誰もが働きやす
い環境が構築でき、離職率は特に女性
で低くなっています。
　当社はことしで創立周年を迎えま
したが、周年を迎えられるように
設備投資や開発と同じ扱いでＷＬＢを
推進していきます。そういった企業こ
そが、社会の変革に柔軟に対応でき生
き残っていけるのです。

　女性活躍推進法が施行されて１年半。女性の社会進出はますます加速すると考えられます。建設産業界全体が活気ある業界と
して他業界の羅針盤となるためにも「男女ともに働きやすい職場」「多様な人材を受け入れられる多様な職場環境・制度」を構
築することが必要になってくると考えられます。企業トップに働き方についての考え方や取り組みについて聞きました。
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（９） （第三種郵便物認可）２０１７年（平成年）１１月１５日　（水曜日）

　当社では、ワーク・ライフ・バラン
ス（ＷＬＢ）宣言を提唱しています。
この理念は、基本的人権を守り文化や
個性など多様性のあるどの人にも働き
やすい生き生きとした企業を創造する
ことを目的にしています。
　建築設計を手がけている職種柄、い
ったんプロジェクトに入ると、仕事中
心にならざるを得ない部分がありま
す。住民説明会が土曜日や日曜日だっ
たり、チームで仕事をしていても、お
互いに補完できない部分もあり、休み
にくいといった現状があります。しか
し、プロジェクトが終了したら、少し
自分の時間を取れるような部門に配置
したりしています。
　そもそも、私たちは、人が暮らし働
く場を提案するのが仕事です。そうい
ったものを提案する人が、仕事中心で
趣味や暮らしをないがしろにしていて
は、良い建物を創造し提案できるはず
がありません。仕事にメリハリをつけ、
子育てを含めた家族との生活や自分の
趣味などさまざまな経験や体験をして
いる人、つまりＷＬＢをしっかり充実
させている人こそが使い手（クライア
ント）に思いを馳せて良い建築を作る
専門家になれると思います。
　当社では、介護や子育て支援なども
他社に比べて手厚くしています。例え
ば、育児休業は国が定める２歳のとこ
ろを３歳までとしており、子の看護休
暇は小学校就学前までのところを小学
６年生まで有給で取得可能としていま
す。また、契約社員に関しても正社員
と同等に準ずる制度を今後導入する予
定です。

　私の働き方についての最終目標は、
「人の思いを結実させる」「大変だっ
たけれど満足な人生だった」というと
ころです。ワークとライフのバランス
は人それぞれですので、その人にとっ
て良かった、楽しかったといった人生
が送れるように、仕事についても個々
のレベルに合わせてステップアップし
ていってほしいと願っています。
　そこに、男女の差はありません。確
かに、筋力・体力などは圧倒的に男性
の方が有利です。しかし、仕事の能力
という部分については、あくまで個体
差であって、その人の能力や意欲によ
るところが非常に大きいです。そのた
めの公平な人事制度があり、考課制度
があるのだと思います。

　当社は従業員の多様性（ダイバーシ
ティ）を尊重し、生かしていく組織づ
くりをすることで、新たな企業価値を
創造し、企業の持続可能性を実現する
ため、さまざまな取り組みを推進して
います。女性の雇用に関しては年
までに正社員について女性従業員の占
める割合を％以上にすることを目標
にしています。また、多様な人材、働
き方、仕事に対する取り組み方を尊重
する企業文化の醸成にも力を入れてい
ます。
　私自身は台湾出身ですが、当社では
外国籍社員の採用を推進しており、中
国、韓国、台湾、ベトナム、モンゴル、
ニュージーランド、ペルー、エチオピ
ア、スリランカ、スペイン、フランス、

ロシア出身の社員が強力な戦力として
活躍しています。
　母国以外で働く不自由さはあると思
いますが自ら求めた環境で働くことは
さらなる成長につながるはずです。今
年は新たな試みとして海外のジョブフ
ェアにも参加しました。われわれの想
定よりも多くの優秀な学生が積極的に
話を聞き、事業への興味を示してくれ
たことは大きな自信につながりまし
た。
　年より、女性社員の代表が全国か
ら集まり、企業と個人の成長をテーマ
に活発な意見交換を行い、社内ネット
ワークの構築を進めています。２回目
からは女性社員の提案で参加する社員
の上長（多くの場合男性）にも参加を
推奨しています。
　「女性だけで意見交換していても意
味がない」という意見から始まったの
ですが、働くということにおいて男女
差を主張せず、「働き方について一緒
に考えましょう」という当社の社員ら
しい発想だと思っています。また、コ
ンサルティング業務には経験やノウハ
ウが重要となるため、多くのベテラン
社員に活躍いただいていますが、性別
や国籍、年齢といった「個々人の違い」
はむしろ強みになるのではないでしょ
うか。
　当社は今後さらにグローバル化に向
けて加速して行きます。そのためにも
従業員の多様性を重視し、社員ととも
に成長し続ける企業を目指していきた
いと考えています。
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こ
と
が

で
き

９
月
末
現
在
で
は

４
２
１
社
が

認
定
を
受
け
て
い
ま
す

ま
た

従
業
員

の
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
に
取
り
組
む

事
業
主
は

次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
に

基
づ
く
﹁
く
る
み
ん
﹂
認
定
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

認
定
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り

優
秀
な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が

る
Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か

国
や

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
総
合
評
価
落

札
方
式
等
に
よ
る
公
共
調
達
に
お
い
て
加

点
評
価
さ
れ
る
と
い

た
メ
リ

ト
も
あ

り

厚
生
労
働
省
と
し
て
は

今
後
も
認

定
企
業
が
広
ま
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す


　
厚
生
労
働
省
で
は

女
性
活
躍
推
進
法

に
基
づ
く
行
動
計
画
の
公
表
や
自
社
の
女

性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
を
公
表
す
る
際

に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
﹁
女
性
の
活
躍
推

進
企
業
デ

タ
ベ

ス
﹂
を
運
営
し
て
い

ま
す

求
職
者
の
方
々
に
は

こ
の
デ


タ
ベ

ス
か
ら
認
定
状
況
や
企
業
の
取
り

組
み
状
況
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で


人
材
確
保
対
策
と
し
て
も
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す


　
建
設
産
業
界
に
お
い
て
も

最
近

女

性
総
合
職
の
採
用
拡
大
や
職
域
拡
大

女

性
社
員
に
対
す
る
研
修
の
実
施

長
時
間

労
働
の
是
正
等
女
性
活
躍
や
働
き
や
す
い

職
場
整
備
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
企
業
が
あ
り
ま
す

建
設
業

界
に
お
い
て

こ
う
し
た
女
性
活
躍
を
目

指
す
好
事
例
が
広
く
展
開
さ
れ

女
性
の

能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
職
場
環
境
の

整
備
が
よ
り
一
層
進
む
よ
う

引
き
続
き

お
取
り
組
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す


　
な
お

中
小
企
業
へ
の
支
援
事
業
や
助

成
金
等
の
詳
細
は
特
設
Ｈ
Ｐ
﹁
女
性
活
躍

推
進
サ
ポ

ト
サ
イ
ト
﹂︵http://www

.josei-suishin.com
/

︶
を
ご
覧
い
た
だ

く
か

各
都
道
府
県
労
働
局
の
雇
用
環
境

・
均
等
部
︵
室
︶
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い




「どう生きていくのか」

松田　休み方は自分で変えられる

建設技術研究所
広報室室長　　

松田　光弘氏
朝日航洋空間情報事業　　
本部技術企画部　　　　　

杉森　純子氏

測量・地理空間情報女性の
技術力向上委員会委員長　

類設計室　設備設計房

久保田　彰子氏　　
　　　　　杏莉ちゃん　　

職
場
と
家
庭
両
方
を

考
え
る
こ
と
が
突
破
口

共
同
保
育
室
で

仕
事
と
子
育
て
一
体
化

介
護
は
制
度
・

工
夫
を
充
実
さ
せ
る

女
性
は
時
間
制
約
多
く

男
性
の
協
力
が
必
要

杉森　病中の社員も働けるよう配慮を 久保田　職場と子育てを一体化し共同体に

（１０）（第三種郵便物認可） ２０１７年（平成年）１１月１５日　（水曜日）

　「働き方改革」はいま、国を挙げて取り組むべき課題となっていま
す。建設産業界は、３Ｋ（きつい、危険、きたない）職場のイメージ
が強く敬遠されがちです。しかし、離職率を減らし、学生たちからみ
て「やってみたい仕事」「入りたい業界」につなげるためにも、働き
方改革を強力に推し進めていく必要があります。そこで、今何をやる
べきかを、一線で活躍する４氏に語り合っていただきました。

（聞き手：カナリヤ通信編集長）

＊ワンオペ育児…配偶者の単身赴任などによって１人で仕事や家事、育児のすべてをこなさなければならない状態

　
編
集
長
　
い
ま
﹁
働
き
方
改
革
﹂
が

国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な


て
い
ま
す

カ
ナ
リ
ヤ
通
信
で
も

﹁
働
き
方
﹂
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
話
を
す
る

う
ち
に

﹁
ど
う
働
く
か
﹂
と
い
う
こ

と
は
﹁
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
﹂
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

働
く
だ

け
が
人
生
で
は
な
い
し

ワ

ク
と
ラ

イ
フ
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す


　
松
田
　
私
は
現
在

歳
代
で
す
が


若
い
こ
ろ
は
長
時
間
働
く
こ
と
が
頻
繁

に
あ
り
ま
し
た

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

界
に
と

て
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
の

仕
事
は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
り
ま
す


効
率
が
悪
い
の
は
わ
か

て
い
る
け
れ

ど
も

や
ら
な
い
と
前
に
進
ま
な
い
の

で
仕
方
が
な
か

た
の
で
す

３
日
で

３
時
間
し
か
寝
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
﹁
意
外
に
倒
れ
な
い
も
の

だ
な
あ
﹂
な
ん
て
の
ん
き
に
考
え
て
い

ま
し
た

現
在
は
管
理
部
門
に
い
て

﹁
午
後
５
時
に
業
務
終
了
﹂
と
決
め
て

い
ま
す

終
わ
ら
な
い
部
分
に
つ
い
て

は
朝
早
く
来
て
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す

技
術
者
は
職
種
柄

帰
り
が
遅
く

な

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で
す
が


コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
界
全
体
で
改
善

し
よ
う
と
取
り
組
み

水
曜
ノ

残
業

デ

を
実
施
し
て
い
ま
す

会
員
会
社

の
社
員
の
メ

ル
フ

タ

に
も
入
れ

意
思
表
示
を
し
て
い
ま
す


　
土
屋
　
入
社
１
年
目
の
研
修
か
ら

﹁
早
く
帰
り
ま
し

う
﹂
と
い
う
指
示

が
出
て
い
ま
し
た

今

私
の
職
場
で

は
﹁
上
の
人
が
い
る
か
ら
帰
れ
な
い


帰
り
に
く
い
﹂
と
い
う
雰
囲
気
は
ほ
ぼ

な
く
な

て
い
ま
す

た
だ

現
場
に

よ

て
は
長
時
間
労
働
に
な

て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す


　
編
集
長
　
松
田
さ
ん
と
土
屋
さ
ん
で

は

歳
以
上
の
差
が
あ
り
ま
す
か
ら


環
境
も
ず
い
ぶ
ん
違

て
い
る
で
し


う
ね


　
杉
森
　
３
月

日
な
ん
て
言
い
方
が

あ
る
よ
う
に

私
も
入
社
し
た
こ
ろ
は

頻
繁
に
徹
夜
し
て
い
ま
し
た

海
外
出

張
も
こ
な
し
て
い
ま
し
た

３
月
末
の

繁
忙
期
に
は
間
に
合
わ
せ
る
た
め
仕
事

を
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た


　
久
保
田
　
社
内
で
特
定
の
個
人
や
グ

ル

プ
に
だ
け
課
題
が
集
中
し
て
く
る

と
周
り
も
辛
く
な

て
き
ま
す
ね

私

の
会
社
は
仲
間
意
識
を
持

て
課
題
を

共
有
し

﹁
み
ん
な
で
追
求
し
て
主
体

的
に
楽
し
く
働
こ
う
﹂
と
い
う
考
え
方

な
の
で
﹁
仕
事
を
や
ら
さ
れ
て
い
る
﹂

感
覚
が
な
い
で
す


　
編
集
長
　
皆
さ
ん

仕
事
は
好
き
で

す
か


　
松
田
　
は
い

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

直
接
人
間
に
接
す
る
職
業
で
す
の
で


ま
ず
は
自
分
が
い
き
い
き
し
て
い
な
い

と
お
客
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
く
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

仕
事

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

趣
味
の
時
間
も

質
を
高
く
保
ち
た
い
で
す
ね


　
久
保
田
　
仕
事
が
﹁
や
ら
さ
れ
る
も

の
﹂
と
い
う
意
識
が
大
き
い
と

そ
の

た
め
に
仕
事
の
オ
ン
・
オ
フ
の
切
り
替

え
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね


　
土
屋
　
仕
事
も
大
事
で
す
が

プ
ラ

イ
ベ

ト
も
大
事
に
し
て
い
ま
す

確

か
に
仕
事
が
早
く
終
わ
る
と
帰
宅
し
て

育
児
も
で
き
ま
す

休
み
も
取
り
や
す

く

自
分
の
趣
味
な
ど
の
時
間
も
持
て

ま
す
が

勤
務
時
間
を
区
切

て
も
業

務
量
は
変
わ
ら
な
い
で
す
か
ら

ど
う

効
率
的
に
業
務
を
進
め
る
か

悩
み
も

多
い
で
す


　
杉
森
　
仕
事
は
好
き
で
す
が

今
は

ア

プ
ア

プ
の
状
態
で
す
ね


　
編
集
長
　
ワ

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
︵
Ｗ
Ｌ
Ｂ
︶
と
い
う
言
葉
が
た
だ

踊

て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す

が

皆
さ
ん
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

ま
す
か


　
杉
森
　
国
が
何
を
言
お
う
と
し
て
い

る
の
か

実
は
わ
か
ら
な
い
で
す

理

想
ば
か
り
言

て
現
在
の
わ
れ
わ
れ
の

生
活
に
当
て
は
め
て
も
破
綻
︵
た
ん
︶

し
て
し
ま
い
ま
す


　
編
集
長
　
時
間
内
に
ど
う
し
て
も
終

わ
ら
な
い
仕
事
は
あ
り
ま
す
ね


　
松
田
　
管
理
部
門
だ
と
あ
る
程
度
コ

ン
ト
ロ

ル
で
き
ま
す
が

技
術
部
門

だ
と
午
後
５
時
で
終
わ
れ
な
い
こ
と
も

多
い
で
す


　
杉
森
　
私
の
会
社
で
は
資
格
取
得
の

た
め
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

技
術

士
な
ど
の
資
格
が
な
い
と
で
き
な
い
大

き
な
仕
事
も
あ
り
ま
す
か
ら

業
務
時

間
内
に
勉
強
会
や
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す

﹁
家
で
勉
強
し
た
ら
﹂
と
言

わ
れ
て
も

家
事
・
育
児
な
ど
が
あ


て
集
中
で
き
る
環
境
が
な
い
人
も
多
い

で
す


　
松
田
　
技
術
者
時
代
を
振
り
返
る
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
も

と
う
ま
く
で
き

た
だ
ろ
う
し

タ
イ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
反
省
が
あ
り
ま
す

最
近
は
プ
ロ

ジ

ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し

か

り
や
ろ
う
と
い
う
流
れ
に
な

て
き
て

い
ま
す

ま
だ
完
全
に
実
現
で
き
て
い

な
い
で
す
が

働
き
方
改
革
を
経
営
の

柱
に
据
え
た
こ
と
か
ら
社
内
が
変
わ


て
き
ま
し
た

資
格
に
つ
い
て
は

や

は
り
取
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
し

一

時
期
だ
け
頑
張
る
の
だ
と
い
う
考
え
方

も
で
き
ま
す


　
杉
森
　
仕
事
上

必
要
な
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に

残
業
は
付
か
な
い
け

れ
ど
会
社
に
残
り
集
中
し
て
勉
強
す
る

仕
組
み
も
あ
り
ま
す
が

働
き
方
改
革

で
な
く
な
り
そ
う
で
す

女
性
や
子
育

て
中
の
人
は
特
に

短
期
集
中
す
る
時

間
が
取
れ
な
く
て
取
得
が
難
し
く
な
り

ま
す
ね


　
松
田
　
私
は
ち

う
ど
子
ど
も
が
産

ま
れ
る
前
に
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
か

ら

ラ

キ

だ

た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん


　
杉
森
　
そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね

ラ
イ

フ
ス
テ

ジ
も
見
据
え
て

身
軽
な
う

ち
に
資
格
取
得
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
そ
う
で
す


　
編
集
長
　
女
性
は
家
庭
に
割
く
時
間

が
多
く
制
約
が
多
い
も
の
で
す

家
庭

で
も
職
場
で
も
男
性
の
協
力
や
理
解
が

い

そ
う
必
要
に
な
り
ま
す


　
土
屋
　
妻
は
現
在
専
業
主
婦
で
す
が

子
ど
も
が
１
歳
を
過
ぎ
た
ら
復
職
を
考

え
て
い
ま
し
て

そ
う
な

た
ら
今
よ

り
も
バ

ク
ア

プ
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
て
い
ま
す

資
格
に
取
り

組
ん
で
い
た
時
は

土
日
に
図
書
館
に

行

て
勉
強
し
た
り
し
て
い
ま
し
た


そ
の
間

育
児
や
家
の
こ
と
は
専
業
主

婦
の
妻
に
任
せ
て
い
た
わ
け
で
す

で

も

復
職
し
て
共
働
き
と
な
る
と
そ
れ

は
難
し
く
な
り
ま
す


　
松
田
　
働
き
方
改
革
は
職
場
だ
け
で

な
く

家
庭
内
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね

や
は
り
男
性
の
意
識
や
行
動

の
改
革
が
必
要
で
し

う


　
杉
森
　
配
偶
者
と
会
社
の
経
営
陣
に

あ
た
る
男
性
の
意
識
改
革
で
す
ね

ち


う
ど
団
塊
の
世
代
で

彼
ら
が
猛
烈

な
働
き
方
で
今
の
日
本
を
作

て
き
た

こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す
し
感
謝
も
し

て
い
ま
す
が

そ
の
意
識
の
ま
ま
で
は

現
在
は
通
用
し
な
い
と
思
い
ま
す

私

は
海
外
出
張
が
多
く

出
産
し
て
す
ぐ

数
カ
月
行

た
こ
と
も
あ
り
ま
す

こ

れ
が
で
き
た
の
は
同
期
で
社
内
結
婚
し

た
夫
の
お
か
げ

彼
は
３
人
兄
弟
の
長

男
で
母
親
を
早
く
亡
く
し
て

大
学
生

の
時
に
家
事
も
弟
た
ち
の
面
倒
も
一
手

に
引
き
受
け
て
い
ま
し
た

そ
れ
で
家

事
の
大
変
さ
も
重
要
性
も
理
解
し
て
い

た
た
め
大
変
協
力
的
で
し
た

私
が
出

張
中
は

夫
は
社
内
の
同
情
を
集
め
て

﹁
奥
さ
ん
は
海
外
︵
出
張
中
︶
だ
し


保
育
園
の
お
迎
え
が
あ
る
か
ら
早
く
帰

り
な
さ
い
﹂
と
い
う
よ
う
に
協
力
し
て

も
ら
え
た
そ
う
で
す

﹁
ワ
ン
オ
ペ
育

児
﹂
を
夫
が
２
人
の
子
ど
も
に
や

て

い
ま
し
た


　
松
田
　
私
も
上
の
子
が
１
歳
半
の
時

に
単
身
赴
任
に
な
り

妻
が
ワ
ン
オ
ペ

育
児
に
な

て
い
ま
し
た

も
ち
ろ
ん

毎
週
末
に
帰
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た

が

平
日
に
何
か
あ
れ
ば
親
を
頼
る
し

か
な
く
な
り
ま
す

自
分
が
家
に
い
る

間
は
家
事
も
育
児
も
や
る
け
れ
ど

い

ざ
と
い
う
と
き
に
不
在
と
い
う
の
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
で
す


　
杉
森
　
家
事
を
こ
な
す
夫
を
見
て


息
子
も
自
然
に
家
事
を
す
る
よ
う
に
な


て
い
ま
す

帰
り
が
遅
く
な

た
時

に
﹁
ご
は
ん

作

て
お
い
て
！
﹂
と

電
話
す
る
と
作

て
く
れ
る
し

７
歳

下
の
妹
の
面
倒
も
み
て
く
れ
ま
す

親

の
背
中
を
見
て
育
つ
と
は

こ
う
い
う

こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す

で
も


夫
は
﹁
嫁
の
尻
に
敷
か
れ
て
！
﹂
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す


　
久
保
田
　
本
当
に
周
囲
の
理
解
は
大

事
で
す
ね

わ
が
社
で
は
﹁
自
分
た
ち

の
生
き
る
場
を
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く

る
﹂と
い
う
設
立
以
来
の
想
い
の
も
と


仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

赤
ち


ん
と
一
緒
に
出
勤
し

子
育
て
し
な
が

ら
仕
事
を
す
る
﹁
共
同
保
育
﹂
の
取
り

組
み
も
４
年
半
前
に
み
ん
な
の
手
で
生

み
出
し
て
き
て

仕
事
と
家
庭
の
一
体

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

ま
た

課

題
や
情
報
を
社
内
ネ

ト
で
共
有
し
て

い
る
の
で

ア
イ
デ
ア
や
考
え
も
出
し

や
す
い
で
す

社
員
全
員
が
自
社
の
株

を
持
つ
﹁
全
員
経
営
者
﹂で
あ
り
﹁
雇

わ
れ
サ
ラ
リ

マ
ン
﹂
と
い
う
意
識
が

な
い
の
で

皆
が
﹁
こ
う
し
た
ら
よ
さ

そ
う
！
﹂と
前
進
す
る
考
え
を
持
て
る


全
員
が
経
営
者
の
視
点
で
提
案
し

進

め
て
い
き
ま
す

そ
う
す
る
と
柔
軟
に

働
き
や
す
く
な
り
ま
す

例
え
ば
皆
が

皆
の
こ
と
を
考
え
て
働
い
た
江
戸
時
代

の
よ
う
に

職
場
と
家
庭
を
切
り
離
さ

な
い
で
共
同
体
と
し
て
一
体
で
や

て

い
こ
う
と
い
う
の
が

皆
の
気
持
ち
で

す


　
杉
森
　
類
設
計
さ
ん
は
ど
の
く
ら
い

の
規
模
で
す
か


　
久
保
田
　
設
計
は
２
０
０
人
弱

グ

ル

プ
全
体
で
４
８
５
人
で
す


　
杉
森
　
う
ち
は
１
６
０
０
人
規
模
で

す
か
ら

規
模
が
大
き
く
難
し
い
と
思

い
ま
す

小
学
校
に
上
が

て
か
ら
は

ど
う
な
る
の
で
し

う

学
童
保
育
の

問
題
な
ど
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が


　
久
保
田
　
学
校
が
終
わ

た
ら
共
同

保
育
に
来
て

小
さ
い
子
と
遊
ん
で
か

ら
お
稽
古
事
に
行
く
小
学
生
も
い
ま

す

職
住
近
接
が
推
奨
さ
れ
て
い
て


皆
の
住
ま
い
が
近
い
と
い
う
こ
と
も
良

さ
の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す


　
杉
森
　
類
設
計
さ
ん
で
は
そ
う
い
う

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
か
ら

そ
れ

に
惹
か
れ
て

そ
の
よ
う
に
働
き
た
い

人
材
が
集
ま
る
の
で
し

う

測
量
は

チ

ム
で
作
業
し
ま
す

プ
ロ
ジ

ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
全
員
が
手
を

動
か
し
て
い
ま
す

私
が
﹁
自
分
の
分

を
仕
上
げ
た
の
で
定
時
で
帰
り
ま
す
﹂

と
言

て
も

私
が
使

て
い
た
機
械

が
空
い
た
ら
誰
か
が
作
業
を
進
め
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

結
局

他
の

人
の
業
務
が
増
え
て
し
ま
う
の
で

妊

婦
や
時
短
中
の
人
は
そ
の
チ

ム
に
居

づ
ら
く
な

て
し
ま
い
ま
す

私
は
そ

れ
で

個
人
プ
レ

が
可
能
な
営
業
に

異
動
し
ま
し
た

子
育
て
が
一
段
落
し

て
技
術
に
戻

た
の
で
す
が

２
人
目

が
生
ま
れ
る
と
ま
た
同
じ
こ
と
の
繰
り

返
し
に
な

て
し
ま
い
ま
し
た

チ


ム
作
業
と
い
う
の
は
ラ
イ
フ
ス
テ

ジ

に
よ

て
良
し
悪
し
が
あ
る
の
だ
な
と

実
感
し
ま
し
た


　
編
集
長
　
本
当
に
や
り
た
い

自
分

の
ス
キ
ル
が
生
か
せ
る
と
わ
か

て
い

る
仕
事
で
も
子
育
て
中
は
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

仕
事
に
代
わ
り
は
い

る
け
れ
ど

親
の
代
わ
り
は
い
な
い
で

す
か
ら


　
久
保
田
　
共
同
保
育
で
み
ん
な
の
子

と
し
て
育
て
て
い
る
こ
と
で

ど
の
子

も
た
く
さ
ん
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん

が
い
る
よ
う
な
環
境
で
育

て
い
ま

す

ど
う
し
て
も
仕
上
げ
た
い
仕
事
が

あ
る
時
な
ど
は

お
互
い
に
子
ど
も
を

他
の
お
母
さ
ん
に
預
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
し

仲
間
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば


組
織
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
で
き
る

工
夫
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す


　
松
田
　
多
様
な
働
き
方
と
し
て
限
定

社
員
の
制
度
が
あ
り
ま
す

勤
務
地
限

定

勤
務
時
間
限
定
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
に
応
じ
た
制
度
を
用
意
し
て
い
ま

す


　
編
集
長
　
多
く
の
社
員
が
制
度
を
使


て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す

ね


　
松
田
　
こ
の
ほ
か

当
社
を
退
職
し

た
社
員
に
つ
い
て
将
来
に
再
雇
用
や
外

注
な
ど
で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る

ま

た
は
可
能
性
の
あ
る
人
を
予
め
登
録
し

て
お
く
と
い
う
復
職
制
度
を
設
け
て
い

ま
す

例
え
ば
子
ど
も
１
人
目

２
人

目
ま
で
は
な
ん
と
か
で
き
る
け
れ
ど


３
人
目
で
限
界
に
な

て
辞
め
て
し
ま

う
ケ

ス
が
あ
り
ま
す
し
か
し
子
育

て
は
手
が
離
せ
る
時
期
が
来
る
の
で


会
社
に
戻

て
働
け
ま
す

社
員
と
し

て
戻

て
き
て
く
れ
れ
ば

会
社
と
し

て
も
あ
り
が
た
い

介
護
に
も
適
用
で

き
る
と
思
い
ま
す
が

終
わ
り
が
見
え

な
い
の
で
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん


　
久
保
田
　
介
護
の
話
で
い
え
ば

う

ち
の
会
社
で
は
定
年
が
あ
り
ま
せ
ん


一
生
働
け
る
な
ん
て
幸
せ
で
す
よ
ね


そ
れ
ぞ
れ
の
体
調
に
応
じ
て
仕
事
時
間

も
調
整
し
ま
す

叡
智
の
詰
ま

た
先

人
の
方
々
か
ら
の
話
は
﹁
気
付
き
﹂
も

多
く

そ
れ
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
け
る
の
は

会
社
に
と

て
も
強
み

と
な

て
い
ま
す

ま
た

お
互
い
の

家
庭
の
事
情
も
皆
で
共
有
し
て
い
る
の

で

介
護
で
毎
週
末

実
家
に
帰
る
人

が
い
れ
ば

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と

も
で
き
ま
す


　
編
集
長
　
介
護
は
突
然
始
ま
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

育
児
は
先
が
見
え
ま
す

が

介
護
は
期
限
が
決
ま

て
い
な
い

し

状
況
が
悪
く
な
る
こ
と
の
方
が
多

い
で
す


　
松
田
　
同
年
代
の
飲
み
会
で
は

介

護
の
話
で
持
ち
き
り
で
す

こ
ち
ら
の

制
度
や
工
夫
も
充
実
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね


　
久
保
田
　
今

定
年
退
職
す
る

｜


歳
の
人
た
ち
は

ま
だ
元
気
で
や
れ

る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

彼
ら

に
仕
事
が
あ

て

生
き
甲
斐
が
あ
る

こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す

何
も
す

る
こ
と
が
な
い
と
無
気
力
に
な
り

病

気
に
も
な
り
や
す
い
で
し

う

仲
間

か
ら
期
待
さ
れ
る
こ
と
は

な
に
よ
り

の
活
力
だ
と
思
い
ま
す


　
杉
森
　
う
ち
は
夫
婦
と
も
に
親
が
高

齢
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
で
怖

く
な
り
ま
す

施
設
に
入
れ
る
に
し
て

も
元
手
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
し

そ

う
な
る
と
今
も

と
頑
張

て
働
い
て

稼
が
な
く
て
は
と
い
う
焦
り
が
出
て


で
も
そ
れ
が
働
き
方
改
革
で
や
り
に
く

く
な

て
い
る
と
い
う
堂
々
巡
り
に
は

ま

て
し
ま
い
そ
う
で
す




いまは多様な働き方改革実現の過渡期

座
談
会　「どう働くか」とは

高砂熱学工業　　　　
経営企画部広報室主任

土屋　拓仁氏

ガ
ン
治
療
者
に
は

柔
軟
に
対
応

休
み
方
改
革
は

﹁
過
ご
し
方
﹂改
革

土屋　時差出勤で業務効率を意識

日特建設 働
き
方
や
技
術
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

国
は
違

て
も
仕
事
に
臨
む
姿
勢
は
同
じ

女
性
技
術
者
が
韓
国
・
イ
ル
ソ
ン
社
を
訪
問

仕事にやりがい！参加者の想いそれぞれ

樹木生い茂る見事な環境を創出

２
現
場
視
察
！

（１１） （第三種郵便物認可）２０１７年（平成年）１１月１５日　（水曜日）

　
編
集
長
　
自
分
自
身
が
病
気
に
な
り

病
後
も
仕
事
を
続
け
る
選
択
肢
も
出
て

き
て
い
ま
す


　
杉
森
　
私
は
２
年
前
に
ガ
ン
が
見
つ

か
り
今
も
治
療
中
で
す

い
ざ
社
内
で

公
表
す
る
と

結
構
ガ
ン
患
者
が
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

ガ
ン
は

そ

れ
ぞ
れ
治
療
も
症
状
も
辛
さ
も
違
い
ま

す
の
で
一
律
に
括く

く

る
こ
と
は
難
し
い


そ
こ
で

あ
え
て
制
度
に
は
せ
ず

上

長
の
配
慮
で
働
き
方
を
工
夫
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す

例
え
ば
抗
ガ
ン
剤
治

療
中
で
辛
い
時
に

も
し
そ
の
人
が
営

業
だ

た
ら
外
回
り
扱
い
で
早
く
帰
宅

し
て
い
い
よ
と
か

毎
日
２
時
間
の
早

退
を
し
て
い
る
人
の
早
退
時
間
分
を
合

算
し
て
有
給
１
日
に
す
る
と
い

た
柔

軟
な
配
慮
で
す

た
だ

そ
れ
も
上
長

に
よ

て
ば
ら
ば
ら
で
す

そ
こ
で
人

事
と
一
緒
に
委
員
会
を
つ
く
り
整
理
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す

制
度
に
し
て
し

ま
う
と
﹁
や

た

や
ら
な
い
﹂
と
い

う
感
覚
に
な
り
ま
す
ね

そ
う
す
る
と

一
律
の
も
の
し
か
で
き
な
い
の
で
事
例

集
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た

ケ

ス

に
よ

て
実
際
に
あ

た
配
慮
や
で
き

た
こ
と
を
明
文
化
し
て
お
け
ば

そ
れ

ぞ
れ
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ま

た

闘
病
中
の
社
員
も
事
例
集
を
参
考

に
し
て
相
談
す
る
こ
と
で
受
け
ら
れ
な

か

た
配
慮
を
し
て
も
ら
え
ま
す


　
久
保
田
　
お
互
い
に
想
い
合
う
こ
と

が
で
き
た
ら
い
い
で
す
よ
ね


　
杉
森
　
制
度
に
す
る
と
﹁
会
社
が
や


て
く
れ
な
い
﹂
と
い
う
不
満
が
大
き

く
な
り
ま
す
が

そ
れ
よ
り
も
﹁
あ
り

が
と
う
﹂
と
お
互
い
に
言
え
る
よ
う
に

な
る
た
め
﹁
上
長
配
慮
﹂
に
こ
だ
わ
り

た
い
で
す

た
だ

﹁
配
慮
﹂
し
て
も

ら
う
た
め
に
は

患
者
の
側
か
ら
も


自
分
の
状
態
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す

例
え
ば

飲
ん
で
い
る
薬

の
副
作
用
に
よ
る
昏
倒
の
恐
れ
が
あ
る

た
め
私
は
満
員
電
車
に
乗
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
時
差
出
勤
に
し
て
も
ら


て
い
る
の
で
す
が

そ
れ
も
私
が
言
わ

な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん

病
中
の
社

員
は
症
状
を
伝
え
て
ど
う
し
て
も
ら
え

れ
ば
助
か
る
か
相
談
す
る

会
社
は
工

夫
し
て
病
中
の
社
員
で
も
働
け
る
よ
う

に
す
る
と
い
う
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク


ケ

ス
バ
イ
ケ

ス
に
な
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す


　
土
屋
　
突
き
詰
め
て
し
ま
う
と
﹁
辞

め
る
﹂
﹁
辞
め
な
い
﹂
に
な

て
し
ま

い
ま
す

職
場
の
環
境
や
配
慮
の
問
題

か
ら

辞
め
て
し
ま

た
同
期
も
い
ま

す

人
そ
れ
ぞ
れ
理
由
は
違
う
で
し


う
し

対
応
も
違

て
当
た
り
前
な
の

で

工
夫
や
配
慮
が
で
き
れ
ば
解
決
で

き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね


　
編
集
長
　
上
長
の
判
断
次
第
と
な
る

と

そ
の
人
の
セ
ン
ス
次
第
に
な
る
怖

さ
が
あ
り
ま
す
ね


　
松
田
　
ど
う
し
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ

﹁
で
き
る
﹂
﹁
で
き
な
い
﹂
が
あ
り
ま

す

思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
人
も
い

れ
ば
で
き
な
い
人
も
い
る

そ
の
ば
ら

つ
き
や
当
た
り
外
れ
が
で
て
き
ま
す


　
編
集
長
　
会
社
を
ま
わ
し
て
い
く
た

め
に
上
に
立
つ
人
に
必
要
な
能
力
は

﹁
人
の
心
を
読
み
取
る
こ
と
﹂
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す

あ
る
程
度
平
準

化
す
る
た
め
に
マ
ニ

ア
ル
に
す
る
と

い
う
の
は

大
事
で
す
ね


　
杉
森
　
そ
の
立
場
に
な
ら
な
い
と
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す

病
気
の
辛
さ
も
治
療
の
内
容
も


上
長
が
そ
の
病
気
に
な

た
こ
と
が
な

け
れ
ば

ど
う
対
応
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
く
て
当
然
で
す

で
も
窓
口
を
つ

く
る
と
言

て
も

今
度
は
上
長
と
人

事
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
よ

う
に
複
雑
に
な

て
し
ま
い
ま
す


　
久
保
田
　
相
談
す
る
相
手
が
た
く
さ

ん
い
る
と
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね

わ
が
社
で
は
オ
フ

ス
自
体
を
オ


プ
ン
に
し
て

例
え
ば
上
司
が
部
下

を
指
導
す
る
場
も
み
ん
な
が
い
る
打
ち

合
わ
せ
ス
ペ

ス
の
場
で
行
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す

そ
う
す
る
と
﹁
あ
の
叱

り
方
は
な
い
の
で
は
な
い
か
﹂
﹁
こ
ん

な
工
夫
が
あ
る
と
い
い
ね
﹂
と
い
う
こ

と
も
全
体
で
共
有
で
き
ま
す

上
司
同

士
で
指
導
に
つ
い
て
意
見
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す

個
室
で
指
導
す
る
と
そ
れ

が
正
し
い
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
の

で

空
間
を
オ

プ
ン
に
す
る
こ
と
が

人
材
指
導
に
も
つ
な
が

て
い
ま
す


　
杉
森
　
ガ
ン
患
者
の
働
き
方
を
社
内

の
有
志
で
考
え
て
い
る
時
に

働
き
方

改
革
が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
国
の
施
策
と

な

た
の
で
確
か
に
追
い
風
と
な
り
ま

し
た

会
社
の
経
営
方
針
の
改
革
と
も

合
致
す
る
の
で
ラ

キ

で
し
た
ね


　
編
集
長
　
類
設
計
室
は
サ
ラ
リ

マ

ン
特
有
の
﹁
仕
事
を
や
ら
さ
れ
て
い
る

と
い
う
意
識
﹂
が
ほ
ぼ
な
い

と
言
う

こ
と
で
し
た
が
他
は
ど
う
で
し

う


　
土
屋
　

月
か
ら
時
差
出
勤
が
始
ま

り
ま
し
た

広
報
な
の
で
朝
が
早
く


８
時
前
に
は
出
勤
し
て
い
ま
す

午
前

８
時
｜
午
後
４
時

分
と
い
う
勤
務
時

間
に
な

た
こ
と
で

仕
事
が
終
わ
れ

ば
早
く
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す

業
務

に
合

た
勤
務
時
間
と
な

た
こ
と

で

業
務
効
率
に
対
す
る
意
識
が
強
く

な

た
と
感
じ
ま
す

た
だ

周
り
が

ま
だ
仕
事
中
な
の
で
申
し
訳
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
ど
う
し
て
も
あ
り
ま
す
け

れ
ど

で
も
帰
り
ま
す


　
松
田
　
当
社
も
朝
型
勤
務
を
推
奨
し

て
い
ま
す

早
朝
出
勤
し
た
場
合
の
時

間
外
割
増
率
を
厚
く
し
ま
し
た

フ
レ


ク
ス
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
中
で

す


　
編
集
長
　
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
考
え
る
と
フ
レ


ク
ス
が
理
に
か
な

て
い
る
の
で
は

な
い
で
し

う
か

同
じ
勤
務
時
間
で

集
中
し
て
仕
事
を
終
わ
ら
せ
て
定
時
で

帰
る
人
ば
か
り
で
は
な
い
で
す
し

や

は
り
長
時
間
会
社
に
い
た
ほ
う
が
偉
い

と
評
価
さ
れ
る
風
潮
は

ま
だ
ま
だ
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す

評
価
の
仕
方
も

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し

う


　
土
屋
　
ま
だ
一
部
に
は
そ
う
い
う
価

値
観
が
あ
り
ま
す
が

少
し
ず
つ
﹁
な

ん
で
残

て
い
る
の
？
﹂
と
い
う
空
気

に
な

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す

た

だ

現
場
に
関
し
て
は
な
か
な
か
難
し

い
面
も
あ
り
そ
う
で
す

代
わ
り
に


当
社
で
は
現
場
の
仕
事
が
完
了
す
る
と

１
｜
２
週
間
の
ま
と
ま

た
休
み
を
取

る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す

ま
た


平
日
は
い
く
ら
残
業
し
て
も
い
い
か
ら

土
日
の
休
み
は
絶
対
に
確
保
し
た
い
と

い
う
人
も
い
ま
す
し

逆
に
土
日
に
出

た
が
る
人
も
い
ま
す

事
情
や
ラ
イ
フ

ス
テ

ジ
に
よ

て
色
々
で
す
ね


　
編
集
長
　
﹁
多
様
な
働
き
方

ダ
イ

バ

シ
テ


﹂
で
す
ね


　
松
田
　
制
度
に
対
し
て
と
い
う
よ

り

自
分
の
働
き
方

休
み
方
は
自
分

で
変
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す

毎
日

元
気
で
過
ご
す
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

私
は
Ｗ
Ｌ

Ｂ
を
実
行
し
て
い
て

趣
味
を
一
生
懸

命
や
る
方
な
の
で
す
が

そ
れ
こ
そ
体

を
休
ま
せ
る
こ
と
な
く
趣
味
に
熱
中
し

て
い
た
ら
無
理
が
た
た

て

病
気
を

患

て
し
ま
い
ま
し
た
そ
れ
か
ら
は


休
日
に
無
理
は
し
な
い
よ
う
に
な
り
ま

し
た

日
曜
の
午
後
に
は
予
定
を
入
れ

な
い
と
か

ぼ
ん
や
り
何
も
し
な
い
時

間
を
確
保
し
ま
す

そ
う
す
る
と
月
曜

日
か
ら
元
気
に
出
社
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た

休
み
方
改
革
は
休
暇
の
取

り
方
だ
け
で
は
な
く
休
み
の
過
ご
し
方

か
も
し
れ
ま
せ
ん

い
き
い
き
と
趣
味

に
没
頭
す
る
だ
け
が
過
ご
し
方
で
は
な

い
で
す

個
人
の
問
題
に
な

て
き
ま

す
が


代
と
い
う
年
齢
も
あ
り
遊
ぶ

と
心
は
元
気
に
な
り
ま
す
が
体
は
も
た

な
く
な

て
き
ま
す


　
杉
森
　
私
は
副
業
を
認
め
て
ほ
し
い

と
思

て
い
ま
す

子
育
て
や
間
も
な

く
直
面
す
る
介
護
の
こ
と
を
考
え
る

と
お
金
を
稼
が
な
く
て
は
い
け
な
い


残
業
代
込
み
で
生
活
設
計
を
考
え
て
い

る
人
も
多
い
で
し

う
か
ら

そ
こ
を

抑
制
さ
れ
る
と
辛
い
も
の
が
あ
り
ま

す

趣
味
や
経
験
を
生
か
し
て

本
業

に
影
響
の
な
い
範
囲
で
の
副
業
と
し
て

生
活
の
糧
を
得
ら
れ
れ
ば
と
て
も
い
い

と
思
い
ま
す

会
社
が
残
業
を
せ
ず
に

早
く
帰
れ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば

も
う

少
し
柔
軟
に
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し

う
か


　
久
保
田
　
私
は

働
き
方
は
生
き
方

そ
の
も
の
だ
と
考
え
ま
す

そ
の
﹁
自

分
た
ち
の
生
き
る
場
で
あ
る
職
場
を


仲
間
た
ち
皆
で
創
り
上
げ
て
い
く
こ

と
﹂
そ
れ
は

何
事
に
も
代
え
ら
れ
な

い
充
足
で
す

そ
の
一
例
が
共
同
保
育

室
で
も
あ
り

家
庭
と
仕
事
を
分
け
る

の
で
は
な
く

一
体
と
な

た
働
き
方

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

そ
う
い
う
共

同
体
企
業
を
他
に
も
広
く
拡
げ
て
い
き

た
い
で
す


　
土
屋
　
早
く
帰
る
こ
と
で
残
業
代
が

減

た
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
す
が


も

と
働
け
る
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り

ま
す

管
理
部
門
が
現
場
の
応
援
に
行


た
り

手
伝
え
る
仕
組
み
に
な
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す

現
場
で
の
働
き
方

改
革
が
少
し
で
も
進
む
よ
う

こ
れ
ま

で
の
慣
習
を
捨
て
て

個
々
に
合
わ
せ

た
環
境
づ
く
り
が
重
要
に
な

て
く
る

の
で
は
な
い
で
し

う
か


　
編
集
長
　
そ
れ
が
多
様
な
働
き
方
と

い
う
考
え
に
つ
な
が

て
い
く
の
で
し


う
ね

現
在
は
そ
の
過
渡
期
に
あ
る

と
思
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た


　
日
特
建
設
の
女
性
技
術
者
５
人
が

お
隣

韓
国
・
イ
ル
ソ
ン
社
の
女
性

技
術
者
ら
４
人
と
技
術
交
流
・
意
見

交
換
を
し
ま
し
た

女
性
同
士

女

性
活
躍
や
技
術
に
つ
い
て
活
発
に
議

論
し
ま
し
た

ま
た

ヨ
ン
イ
ン
市

に
あ
る
日
特
建
設
が
イ
ル
ソ
ン
社
に

実
施
許
諾
を
し
て
い
る
ジ
オ
フ

イ

バ

工
法
の
２
現
場
を
見
学
し
ま
し

た


◇
女
性
の
働
き
方
に
つ
い
て

　
藤
代
祥
子
さ
ん
が

日
本
で
は
働

き
方
改
革
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
紹

介

そ
の
１
つ
と
し
て
日
本
建
設
業

連
合
会
の
け
ん
せ
つ
小
町
の
動
き
と

日
特
建
設
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た


　
日
特
建
設
の
取
り
組
み
と
し
て


①
採
用
す
る
女
性
技
術
者
の
割
合
を


％
以
上
と
す
る
②
女
性
技
術
者
が

在
籍
す
る
事
業
所
の
拡
大
③
働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
整
備
︵
育
児
休
暇

・
介
護
休
暇
制
度
の
充
実

残
業
時

間
の
抑
制
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
︶

④
社
員
間
相
互
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ


ン
の
活
性
化
⑤
周
囲
の
男
性
の
理

解
促
進
の
た
め
の
研
修
｜
｜
を
挙
げ

ま
し
た

さ
ら
に

妊
娠
・
出
産
・

育
児
に
つ
い
て
の
制
度
に
つ
い
て
も

細
か
く
紹
介
し
ま
し
た

そ
の
上
で

﹁
制
度
を
周
知
し
活
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
﹂
と

締
め
く
く
り
ま
し
た


　
一
方

イ
ル
ソ
ン
社
の
パ
ク
・
キ


ン
ギ

ン
さ
ん
は

１
９
９
９
年

に
創
業
し
た
若
い
会
社
で
全
社
員


人

そ
の
う
ち
６
人
が
女
性
で

妊

娠
・
出
産
と
い

た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
を
経
験
し
た
人
は
い
な
い
が

男

女
平
等
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た

ま
た

技
術
者
す
べ
て

が
国
家
公
認
資
格
を
持

て
い
る
た

め
﹁
平
等
に
働
け
る
環
境
が
整

て

い
る
﹂
と
語
り
ま
し
た

実
際

韓

国
全
体
の
国
家
資
格
取
得
の
女
性
の

割
合
は
造
景

％

自
然
土
壌
環
境

で

％
と
な

て
お
り

資
格
社
会

の
中
で
女
性
の
割
合
が
多
い
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た


　
最
後
に

両
社
の
女
性
技
術
者
か

ら
﹁
日
本
も
韓
国
も
女
性
の
私
た
ち

が
も

と
活
躍
で
き
る
よ
う
な
社
会

を
実
現
し
た
い
﹂
と
締
め
く
く
り
ま

し
た


◇
技
術
の
紹
介

　
日
特
建
設
か
ら
は

青
木
園
子
さ

ん
が
﹁
自
生
種
回
復
緑
化
工
法
の
紹

介
﹂

石
黒
梓
さ
ん
が
﹁
日
韓
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
地
す
べ
り
対
策
工
維
持

管
理
研
究
に
つ
い
て
﹂

イ
ル
ソ
ン

社
か
ら
は
パ
ク
さ
ん
が
﹁
生
態
復
元

工
法
﹂

イ
・
ナ
リ
さ
ん
が
﹁
ジ
オ

フ

イ
バ

工
法
と
コ
デ
ラ
工
法
﹂

に
つ
い
て
事
例
を
交
え
発
表
し
ま
し

た

発
表
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
法
に

つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た


◇
女
性
技
術
者
交
流
会
を
終
え
て

　
青
木
リ

ダ


　
今
回

文
化
や
法
律
の
異
な
る
国

の
仕
事
の
考
え
方
を
学
べ
た
こ
と

は

参
加
者
に
と

て
非
常
に
大
き

な
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す

こ
う

し
た
経
験
は

自
己
の
研
さ
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青木園子さん（技術本部知財・戦略部課長）
大卒。入社年目
　現在、課長職で技術の保護や活
用戦略等を行う部署に所属してい
ます。特許等の管理は非常に難し
く、会社の経営方針や上層部の意
思決定により判断する事柄も数多くあります
が、こうした判断へも係わっていけるように
なりたいと考えています。

藤代祥子さん（名古屋支店事業部営業部上級
主任）
大卒。入社年目
　入社後、本社勤務ののち名古屋
支店に異動し、現場を経験しまし
た。４年前に営業に異動となりま
したが、現場で培った経験を生かしています。
今は、お客様から専門的な事を聞かれても対
応できるようになりましたので仕事に対して
やりがいを感じています。子供ができても働
きながら育てていきたいです。

石黒梓さん（技術本部技術開発第一部主任。
土木研究所出向）
大学院修士課程修了。入社年目
　技術本部に配属された時、香港
工事出向などを経験しました。昨
年４月から土木研究所に出向して
います。地すべり（地下水排除工維持管理に
関する研究）について土木研究所や企業の人
たちとともに肩を並べ研究しています。

濱田美緒さん（東京支店事業部工事部工事課
主任）
高等専門学校卒。入社９年目。
　現場をやりたいと思って就職し
ました。１年に約現場、今まで
に数多くの現場を担当しました。
最初は、先輩に教えてもらいながら仕事を覚
えましたが、今は現場を任されるようになり
ました。現場監督は「自分でなんでもやれる」
というところが醍醐味です。できる工種を増
やし、幅を広げていきたいです。

嶋ゆずかさん（東北支店事業部工事部工事課
主任）
高等専門学校卒。入社８年目
　仕事は地盤改良が中心です。入
社当時から東北支店配属だったこ
とから東北全県の現場に行きまし
た。現在は福島の現場監督を務めています。
ジオファイバー工法やパワーブレンダー工法
の仕事が多かったですが、他の工法にも取り
組んでいきたいです。いずれは後輩に教えな
がら仕事を続けていきたいと考えています。

　最初に視察したカンギョン生態河川工事
は、河川を整備した後、のり面にジオファイ
バー工法を採用、植生工には在来草本８種、
外来草本３種を配合した基盤材を設置した。
施工後６年が経過した現在、青々と茂った草
とともに自然に成長した樹木が生い茂り見事
な環境が創出されている。
　また、マンション裏山の施工現場ではジオ
ファイバー工法を採用、植生工には在来木４
種、在来草本８種と外来草本３種の種子を配
合した基盤材を設置した結果、４年が経過し
た現在、自然に近い環境が創出されている。
◇ジオファイバー工法とは…従来のコンクリ
ート構造物に代り連続繊維補強土層が法面の
保護を行うもの。連続繊維補強土工は、砂質
土と連続繊維（ポリエステル）をジェット水
とともに噴射・混合して、法面に厚い土構造

物を構築する。また、地山補強土工は地山内
に鋼棒の抵抗体を埋め込むことで、地山自体
の抵抗力を高めるとともに、連続繊維補強土
と地山との一体化を図る。また、植生工は、
連続繊維補強土の表面に施し、樹林化など質
の高い植物環境を形成できる。長期耐久性・
耐震性に優れ、いったん植物が生え定着する
とメンテナンスフリーとなる。
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◇太平洋セメント経理部経
理グループ　河端良輔
　妻の妊娠中から会社に相
談し、生後２カ月ごろから
約１年間の予定で育休を取
得中です。平日の時間を有
効に使って保育園の見学や地域の育児講座
に通うなど、妻とともに試行錯誤しながら、
家事と育児に勤しむ毎日です。女性だけが
育休を取得する家庭が多いですが、わが家
では私も毎日時間の育児を体験している
ので、ノウハウと悩みを夫婦で共有してい
ます。妻は「つらさ半減、嬉しさ倍増」と
言ってくれています。日々子どもの成長を
間近に感じられる育休は、人生で最も贅沢
な時間だと感じます。職場復帰後は夫婦で
協力して、仕事と育児の両立を実現してい
こうと思います。

◇森ビル都市開発本部開発事
業部開発１部・谷川浩太郎
　子どもが３人いると、保育
園での行事や風邪を引く確率
も、予防接種の数も３倍。毎
日が常にイベントのような充
実の毎日。そこで、出社時間を調整できる
〝サポート勤務〟を使い夫婦で送迎を分担
したり、〝時間休〟を取得し２時間だけ会
社を抜けて保護者面談に参加したり工夫し
ています。さらに両親ともに遠方のため頼
れるのは自分たちだけ。職住近接の環境を
整え、移動時間を短くし効率化も図ってい
ます。これからますます子どもと過ごす時
間が重要となるので、仕事への集中力はも
ちろん、優先順位を決めながら子どもとの
時間を極力つくり、さらなる両立に５人６
脚で取り組んでいきたいです。
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◇コベルコ建機マーケティン
グ事業本部ショベル営業本部
海外部・湯村公子
　油圧ショベルの輸出業務に
携わっています。家庭では１
人の子を持つ母親です。育休
からの復帰当初は、不器用な自分が仕事と
家事の両立ができるか不安でしたが、会社
の時短制度、会社の方がたをはじめ、家族
の理解と協力を得ながら、充実した生活を
送らせていただいています。インフラ整備
など、人間の生活の土台を築く上で密接か
つ中心的な役割を果たす油圧ショベルの出
荷業務に携われることに誇りを持ち働いて
います。ショベルを見かけた際、「お母さ
んの会社で作っているの？！」と驚き喜ん
でくれた息子の笑顔を見て嬉しくなりまし
た。

◇鹿島総務・人事本部人事部
審査グループ・藤田彩華
　両立のため、オン・オフの
切替えを大事にしています。
育児中は仕事に思う存分時間
を使えないことが多々あり、
限られた時間内に力を発揮する必要があり
ます。毎朝５分間、通勤電車の中で１日の
スケジュールを出来るだけ詳細に考え、各
業務の終了目標時間を意識するようにして
います。またその５分間を除けば、会社から
一歩出ると仕事のことは全く考えません。
電車で好きな音楽を聞きながら本を読みオ
フモードで子どもを迎えに行きます。家で
は短時間ですが目一杯子どもと遊び、たく
さんスキンシップを取って、翌日への活力
にしています。

◇三建設備工業東京支店技術
部主任・佐藤麻美
　現在、４歳と２歳の娘がお
り、２回の産休育休を頂き、昨
年４月に職場復帰しました。
就業時間は、基本的に定時ま
でですが、設備設計業務を行っていると多
忙な時期には残業が続くこともあります。
また、子どもの熱でたびたび早退や休暇を
とらなくてはいけないのが現状です。同じ
ように働きながら子育てと家事をしている
方はわかると思いますが、この両立は会社
の理解、夫や両親の協力がなければ難しく、
その協力を得て働いていけることに日々感
謝しています。来年の目標は「建築設備士」
を取得することです。今年は子育てを言い
訳に受験しなかったため、来年こそは時間
を作る努力をしていきたいです。

◇ジャパンホームシー
ルド広報マーケティン
グ部・高岡由佳
　ことしの春から１歳
の息子を保育園に預
け、時短勤務をしなが
ら営業ツールの制作に携わっています。他
社や他部署と連携し締切に間に合わせるの
ですが、復帰後、突発的に休まなければな
らない状況がたびたび発生し、悔しい思い
をしました。それからは、制作物の構成を
考えたり、原稿の推敲（こう）等、会社で
なくとも進められることは、通勤時間や寝
かし付け後に行うようにしています。私に
はこの方法が合っていて、悔しい思いから
のストレスが減りました。仲間にも恵まれ
助けてもらっているので、時短を終えてか
らは、恩返ししたいなと思っています。

◇新菱冷熱工業東北支社設
計部設計一課・齋藤綾加
　出産を機に、配偶者帯同
転勤制度を利用して夫の転
勤地に異動しました。まだ
子どもが小さいため病気で
休むこともあるのですが、
その際は、会社でトライアル中の在宅勤務
を活用しています。子どもの様子を近くで
見られるので安心して仕事ができます。育
児と仕事の両立は、制度の活用と周囲の理
解や助けがあってのことだと思っていま
す。皆さんの支えに応えられるよう、今後
も頑張っていきたいです。

◇建設技術研究所東京本社防
災室・星野渉
　私は技術職です。家内が自
宅で育児をしたいとの希望も
あり、まとまった期間の育児
休暇を２回取得しました。１
人目の子どものときは１カ月、２人目のと
きは１カ月半の休暇でした。共働き夫婦が
育児休暇を取るには、それぞれの会社で、
支援制度と周囲の理解が必要ですね。休む
本人にとっては、休暇中に会社で起こりそ
うなことを先読みして、事前に対策を講じ
ておくことが重要だと思います。私の場合、
長期間の育児休暇を実現できたのは、上司、
同僚の理解と協力が得られたからです。自
分自身の生活について考える貴重な経験と
なりました。

◇関電工西日本営業本部品質
工事管理部・石井美帆
　仕事と家庭の両立のために
時間の使い方を工夫していま
す。子どもが病気がちで朝に
通院することが多く、また仕
事の依頼が夕方に集中し、定時に上がれる
ことが少ないため、上司と相談した上で勤
務時間を繰り下げて勤務しています。帰宅
時間が遅い分夕食の支度は、当日の朝、子
どもが起きる前に済ませて、買い物にはネ
ットスーパーを利用するなど、子どもと一
緒に過ごす時間を増やせるよう心掛けてい
ます。また睡眠時間を子どもに合わせ、充
分に休息をとることも両立に欠かせないと
実感しています。

◇長大インフラマネジ
メント事業部監理部
（東日本）主任・野尻
由布子
　「とにかく無理しな
い」これが最近育休復
職後の友人から感謝さ
れたアドバイスです。
仕事との両立の上で厄介なのが、自分の中
にある「楽は悪」という刷り込み。これが
あると、ついつい頑張ってしまいます。で
も、食材宅配、お掃除ロボ…。楽できると
ころは楽をする。これが仕事との両立の私
のピカイチ施策です。後はもちろん共に闘
う夫の戦力化！。そのための長時間労働の
削減を希望します！

◇東亜グラウト工業管路メ
ンテグループ課長代理・平
野美礼
　当社はことし創業年を
迎え、地盤改良、斜面防災、
管路メンテナンスを３本柱
に時代のニーズに合った幅
広い技術を提供しています。私は管路メン
テグループで翻訳、通訳、輸入業務に努め
ており、当社で産休・育休を取得する初め
ての事例でした。育休終了後は保育園に入
れず途方に暮れていたところ在宅勤務にし
てもらい、また業務中の保育園からの頻繁
な呼び出しにも快く送り出してもらい有難
かったです。そんな娘も５歳になり、今で
は夕食作りを手伝ってくれ、休日にはマン
ホールカードの収集に付き合ってくれま
す。将来はドボジョ？ひそかな期待を抱い
ています。

◇コトブキシーティング
教育施設部第一営業部主
任・橋爪涼
　わが家は、妻が出産後、
３年前に職場復帰し共働
きをしています。家事・
育児は妻に頼ってばかり
ですが、積極的に子どもの保育園の送り迎
え行った結果、パパ友もでき、先輩パパに
は、子どもが小学校に上がった後のことを
聞くなどさまざまな情報共有をしていま
す。料理は共働きを機に始め、今では子ど
もからも「パパの煮物おいしい！」と好評
を得ています。休日など子どもと過ごせる
時間は「一緒にやる」事を大事にしていま
す。先日はキャンプへ行き、一緒にテント
を建て、一緒に火を起こし料理をしました。
家族が元気でいる事が、仕事への活力とな
っています。

◇ダイダン設計部課長代
理・諧裕子
　両立するために下記の
ような基本的な事をコツ
コツと積み重ねることを
大切にしています。①時
短勤務で４時以降不在で
あり、急に休むこともあるため、同僚とコ
ミュニケーションを取り、仕事の状況や子
どもの体調等について報告・連絡・相談す
ることを心掛けています②ＴｏＤｏリスト
を作っています。リストを見るとやるべき
事をすぐに思い出せるので、会社では仕事
に、家では家事・育児に集中できます③通
勤時間を有効活用しています。家で勉強す
ることは難しいので、通勤の電車内で勉強
をして資格を取得しました。

◇東急建設首都圏営業統括部
営業第二部主任・神崎陽一
　３歳の子どもがおり、共働
きのため育児・家事は夫婦で
協力しています。はじめのこ
ろは、毎朝早く起きて頑張っ
ても、子どもの機嫌や体調次第で思い通り
にはいかず、家事も気にしだしたら瞬く間
に時間が過ぎていきました。最近では、育
児・家事は毎日続くことであり〝無理しな
いこと〟〝相手にも無理させないこと〟が
大切だとわかり、夫婦ともに無理をし過ぎ
ず、お互い思いやりの気持ちを持って育児
や家事をやれるようになったと感じます。
毎朝、私と同じように子どもをつれて歩く
お父さんを見かけます。性別にかかわらず、
育児・家事をするのはもう社会常識です。
他の業界のお父さんには負けられません！

◇ＴＯＴＯ販売推進部流通企
画Ｇ・谷謙一郎
　三男出生時に育児休業を取
得してから、早年。ようや
く男性としての家事への関わ
り方がわかってきました。第
１のポイントは「スピード」。食器洗いや洗
濯物の整理は頭を使わないルーチン作業。
考えずにやってしまう習慣にすると、あっ
という間に終わり、妻にも感謝されます。
第２のポイントは「気にしない」。食器洗
い機へのセットや洗濯物の干し方は、妻の
流儀に沿わないと手直しや小言が出てきま
す。以前はそれが不満でしたが、それで妻
の家事が早く終わるならよいのでは、と最
近は妻のチェックもあまり気にならなくな
りました。家事が早く終われば、家族のコ
ミュニケーションも増え、さらに家事が楽
しくなる、という好循環になってます。

◇ナカノフドー建設総務部総
務グループ・大貫奈央
　昨年５月に第一子を出産
し、今年４月末に育児休業か
ら復職しました。当初は育児
と仕事の両立が時間的、心理
的にこれほど大変なものかと思いました。
当社には、この両立を当たり前のように果
たす女性社員が多く在籍しています。しか
し、皆さんも悩みを抱えていることを知り、
相談に乗ってもらえる安心感を得ました。
また、家族との会話も大切にしています。私
の性格を理解している家族からの助言は、
説得力があります。育児も仕事も完璧にこ
なしたいという理想はありますが、出来る
ことと出来ないことの線引きをして、１人
で抱え込まないことが私の施策です。

◇三菱地所設計都市環境計画
部・萩原麻衣子
　５歳と１歳の息子を育てな
がら、ランドスケープ設計や
土木コンサル業務に携わって
います。両立の面では恵まれ
た環境にあり、短時間フレックス勤務制度
を利用し、夫や両親の協力もあってワーク
・ライフ・バランスを状況に応じて変えな
がら働いています。それでも子どもの体調
不良など急場に備え、事前準備を心がけて、
情報共有や課題解決には自分から動くよう
にしています。正直なところ、仕事も育児
も中途半端という歯がゆさを感じることも
ありますが、両立生活を充実させるための
試行錯誤を繰り返し、それを楽しみながら
毎日奮闘しています。

◇日建設計設計部門設計担当
・中川沙知子
　わが家は夫婦ともに設計士
であるため、子育てを開始し
短時間勤務を早々に終えた後
は、まず母（私）も父（主人）
も育児と仕事の平等な時間配分を実現する
ため一緒に意識改革を図りました。片方が
極端に忙しい時期はもう片方に育児・家事
の負担がかかってしまうもの。互いに『恩
の売り買い』を言葉にし、日々繰り返すこ
とで、結果、家族の時間もつくっています。

◇日本工営インフラマネジメ
ント事業部都市・交通計画部
・達川大志
　現在、４歳と１歳の２人の
子どもを保育園に預けなが
ら、私も妻もフルタイムで働
いています。私の担当は、週に２日程度の
保育園への送迎であり、２人を迎えた後は、
夕飯を用意し、食べさせ、お風呂に入れ、
寝かしつけます。その間に、保育園の様子
を聞いたり、一緒に遊んだりと、精一杯子
どもたちと触れ合います。この貴重な時間
を捻出するためにも、業務は集中し効率化
を図ります。朝一のＴｏＤｏ整理、作業方
針の決定、積極的なコミュニケーション等
を行い、無駄な作業や手戻りを極力なくし
て効率的に作業するように常に心がけてい
ます。

◇安井建築設計事務所設計部
主任・藤井裕子
　私が育休復帰前にやったこ
とは自転車で通勤できる場所
への引越しです。時間的な融
通を効かせやすく、日中も子
どもとの距離が近いと感じることは仕事を
続けていく上では重要だと思います。他に、
しばしば子どもを会社に連れて行くように
しています。どんなところでどんな人たち
と働いているのかは知っておいてほしいと
思います。会社に連れて行くと、皆さん声
をかけ遊んでくれます。今やわが家で１番
会社が好きなのは子どもかもしれません。
家族の仕事への理解と協力があってこその
毎日だと感じています。

◇原田左官工業所工事部主任
・古屋裕子
　本来は現場仕事なのです
が、お腹が出始める妊娠６カ
月ごろからは、簡単な書類仕
事やサンプル作りなどの軽作
業にシフトしました。子どもは７月生まれ
なので、１歳になってからの復職も考えま
したが、保育士の友人から保活の厳しさを
聞き、出産翌年の４月、８カ月から保育園
に預け、現場作業に復帰しました。仕事が
ら朝が早く、園の送りは主人が、帰りの迎
えは私が担当です。夕方早めにあがれるよ
う、時短勤務しています。子どもの発熱な
ど、急な欠勤や早退が発生することも少な
くありません。融通のきいた勤務体系や一
緒に働く職人さんの理解や協力なくして
は、とても続けられなかったと思います。

◇八千代エンジニヤリング
総合事業本部環境計画部主
任・小坂奈月
　出産直前まで働かせても
らったほど仕事が好きで
す。しかし復帰後、働ける
時間は出産前の半分以下に
なってしまいました。フォローしてくれる
周囲の人びとへの申し訳なさに押しつぶさ
れそうな毎日ですが、そんな中での救いは、
同じ会社の夫です。例えば、週の前後半で
育児を完全に分担してくれています。結婚
したころはキッチンに立つこともなかった
夫が、今では出汁を取った美味しい味噌汁
を作ってくれます。そんな夫と、日に日に
パワーアップしていく１歳児と一緒に、ピ
カイチ施策を模索していけたらと思ってい
ます。

◇三井住建道路関東支店工事
部・林政子
　私は、結婚して約２年半が
経ちますが、家庭のため残業
はしないようにしています。
現在の業務は、国土交通省関
係発注の工事の積算をしています。公告か
ら入札まで計画的に進められ、残業せずに
帰宅することができています。応札する案
件が数件重なった際は、残業することもあ
りますが、主人は仕事のことを理解してく
れているので、安心です。今後も、仕事と
家庭の両立が続けられるようにまい進して
いきます。

◇山下設計東京本社第
３設計部主任・鈴木茜
　年、年と続け
て年子の男の子を出産
しました。仕事と子育
て以外の時間を最少に
するために、職場～家
～保育園を自転車で分圏内に配置し、コ
ンパクトな生活で、突発的なアクシデント
にも臨機応変に対応できる環境を選びまし
た。また、自分・夫・両親をフル稼働して
シフト化することにより、保育園の送り迎
えから子どもたちの食事、お風呂、寝かし
つけ等々、皆で関わりながら育てています。
夫も同業なので激務ですが、それゆえにお
互い理解できる部分が大きいので、最高の
パートナーです。
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◇帝人フロンティアノンウー
ブンソリューション部かるて
ん課・稲葉信子
　軽量天井材「かるてん」の
開発・技術営業を担当してい
ます。社内エンジニアリング
部署から現部署へ異動し３年目です。出張
が多く、通勤距離も長めなので、平日の時
間確保には苦労しています。外食が増える
と、食事の偏りや料理をさぼっている背徳
感（笑）を感じるため、最近活躍している
のが、『つくおき』。名前のとおり作り置
き料理の本です。手早く簡単な、日持ちす
る料理が紹介されており、それを参考に週
末に次の１週間分のおかずをつくってしま
います。平日にほとんど調理をせずにすむ
のでとても楽です。

◇東急不動産住宅事業ユニッ
ト再開発事業本部・中田華子
　フレックスタイムの利用
で、働き方にメリハリと自由
度が増えました。出社を早め
ることで、朝のフレッシュな
時間を有効に使え、思考系の作業にとても
効果的です。また、退社を早め、これまで
平日には行けなかった建築イベントや展覧
会へ行くことが増えました。プライベート
の時間としても楽しく、自分の視野を広げ
る機会にもなったので今後も継続したいと
考えています。

◇日立建設設計ファシリティ
統括本部ＦＭ本部東日本ＦＭ
サービス部首都圏グループ主
任・鈴木智香子
　私は、人に頼ること、良い
意味で人を「当て」にするこ
とを意識しています。仕事では早期に同僚
や上司、取引業者に相談・連絡し、情報を
展開・依頼し、家庭でも早めに夫や家族に
相談することを意識しています。以前は、
自分で抱え込んで遅くまで残業、休日出勤
をし、家事も中途半端になり、心身ともに
疲れてしまうことがありました。単純なこ
とですが、少し意識するだけで仕事も家事
も効率化が図れるようになりました。こう
して生み出した時間を趣味に充て、リフレ
ッシュできるためさらに効率アップし相乗
効果となり、充実した毎日を送っています。

◇日本建設産業職員労働組合
協議会議長・久保田俊平
　さまざまな分野で女性の活
躍が進む中、他産業に後れを
取っていた建設産業において
も、女性の力が存分に発揮で
きるよう労働環境の整備が進んできていま
す。日建協でも、年度から続く女性技
術者会議の開催や、作業所の第一線で活躍
する女性技術者へのインタビューなどを通
じ、女性の視点を取り入れていくことで、
誰にとっても働きやすい建設産業を実現す
るために日々活動を展開しています。今後、
さらに女性就業者が増えることで、建設産
業における労働環境の改善や長時間労働の
解消、働き方の多様化につながることを期
待しています。

◇ピーエス三菱技術本部技術
部開発技術グループ・雨宮美
子
　技術本部に席を置く私です
が、学会誌の編集委員、研究
会の事務局、労働組合の執行
委員と入社以来これまで、そして現在も
「構造物」より「ひと」と向き合う時間の
方が断然長く、入社前のイメージとは少々
違う〝働き方〟をしています。また〝働き
方〟といえば社内の「働き方改革」の実行
委員も仰せ付かっており、責任の重さも痛
感していますが、遣り甲斐一入です。こう
いった機会を与えてくださる上司、先輩に
感謝し、また技術者としての本分もしっか
りと全うしていきたいと思っています。

◇類設計室東京構造房・沖田
栄里
　類設計室のピカイチ施策
は、「共同保育」です。企業
内保育所とは異なり、保育士
ではなく母親自身が子どもを
見守りながら仕事をします。自分の子と他
の子どもの区別なく、みんなで「育てると
働くを一体に」取り組んでいます。親子が
一緒にいられ、年の違う子どもたちと遊ぶ
ことや、周りの大人たちから「真似ぶ」こ
とで、子どもたちは皆、心豊かにスクスク
育っています。私自身、会社で皆の役に立
てる喜びは大きく、出産前より受け容れる
力と安心感が増したと言われます。

◇アジア航測総務・人事部人
事課長兼ＷＬＢ推進室長・井
上岳
　当社は業界の中でも先駆け
て、ノー残業デーの実施、テ
レワークの試行導入、働き方
改革チームの発足など、ワーク・ライフ・
バランスに取り組んでいます。私自身、２
児の父として、入学式や授業参観などの予
定は早くから課内で共有し、確実に休める
よう工夫しています。また、平日は塾帰り
の娘と時間を合わせて帰宅したり、休日は
息子とポケモンＧＯのレアポケモンを探し
に出掛けるなど、子どもと一緒に過ごす時
間を作っています。月に新設されたＷＬ
Ｂ推進室の室長に任命され、「業界トップ
クラスの働きやすい会社」の実現に向けて
奮闘しています。

◇六興電気茨城支店管理室長・藤野広実
　私は支店で経理等の管理業務に携わって
います。これからは男女協力して仕事と家
庭を両立していく時代。男性も育休が取得
しやすい会社にしたいと考えた私は、まず
自分が率先しようと思い、出産した妻が里
帰りから戻ってくるのに合わせて９日間の
育児休業を取得しました。慣れない育児や
家事に奮闘し、気付けばあっと言う間でし
たが、産まれたばかりのわが子とじっくり
触れ合い、また子育てをする妻の大変さを
身をもって実感できた貴重な育休期間でし
た。今後、男性も育児休業を取得しやすい
職場づくりに少しでも貢献していければと
思います。

◇梓設計企画営業部マネージ
ャー・齋數詩菜
　設計事務所で営業職として
働き３年半になります。最近
は仕事の仕方を工夫していま
す。例えば効率性については、
会社で残業をするのではなく、早めに家に
帰り、夜ご飯をつくりリフレッシュしてか
らまた仕事をする等、うまく切り替えなが
ら進めています。お客さまや社内のコミュ
ニケーションについてはランチ時間を活用
し、夜は家庭の時間をとるよう心掛けてい
ます。今後出産や育児など、環境の変化で
現在とできること・できないことも当然変
わると思います。各ステージごとでお客さ
ま、会社のためにどう貢献できるか考えな
がら仕事をしていきたいと思います。

◇中野積算積算部構造積算課
チーフ補佐・武田春奈
　入社以来、構造積算業務を
行っています。１昨年からは
積算協会の、積女ＡＳＳＡＬ
の活動に参加しています。今
年度は、学生に構造積算について話をする
時間をいただいています。少しでも興味が
持てるような話ができればと思っていま
す。また、資料を作成していくことで、私
自身も構造積算の基礎を見直す良い機会と
なり、入社当時、ただ覚えていたことが、
知識として蓄えられているんだなと感じて
います。社外のたくさんの方がたと話しす
ることで、自分の知識不足を痛感し、もっ
とたくさんのことを知りたいと感じる、良
いキッカケをいただいています。

◇日本板硝子環境アメニティ
大阪事業部エンジ部建音設計
Ｇ・櫻井祐綺
　入社して２年、施工図の設
計業務に携わってきました。
３年目に入り、自分が描いた
図面の施工現場に常駐する機会をいただき
ました。不慣れなことばかりでしたが、現
場で働く方がたと積極的にコミュニケーシ
ョンを取り、作業をともにすることで、施
工する人を知り、日々形になっていく建物
を見て図面を描くことの責任を実感しまし
た。誰に向けて描く図面か、何が必要か、
現場やそこで働く〝人〟を想像し、その未
来の建物を使う〝人〟を想像することが大
事だと思います。この経験を生かし、設計
業務だけでなく仕事の幅を広げていきたい
です。

◇オリエンタルコンサルタン
ツ関西支店保全技術部次長・
岸田こずえ
　私は河川部門の管理技術者
・マネジメント業務を行うか
たわら、『Smile３Ｓ（ス
マイルスリーエス）活動』のメンバー
（部隊長）として活動しています。Smile
３Ｓ活動では、年１回の社員間での意見交
換会の開催や、社内の相談窓口を設けて、
社員からの今後のキャリア、仕事と子育て、
介護と仕事の両立支援制度の活用、女性特
有の不安や悩み等の相談の他、上長（部長
・上司）の方が社員から受けた相談事で悩
んだ際の相談を受け付けています。社員そ
れぞれのライフステージに応じた、働きや
すく・活躍できる職場環境づくりに貢献で
きるよう、日々活動しています。

◇ダイケンエンジニアリング
東京支店・圷晋一郎
　結婚して家庭を持ってか
ら、ワーク・ライフ・バラン
スを取る重要さを感じていま
す。私には子どもが２人いま
すが、今本当に可愛いので、休日、平日、
たくさんの時間をともに過ごしたいと思っ
ています。私が決めていることは、仕事と
生活のどちらかだけの時間を増やす、減ら
すのではなく、自分の時間軸で自分らしく
働くことと、仕事と生活で気持ちのスイッ
チを切り替えることです。今後、仕事と生
活での大切なもののバランスや度合いは変
化していくと思います。そのバランスが自
分に合うように、うまくコントロールして
いきたいと考えています。

◇高砂丸誠エンジニアリング
サービス東京第六事業部品川
事業所・松田惠美里
　製薬会社の研究所で固定資
産や研究機器の購買窓口、修
理発注、除却作業など一括管
理を担当しています。女性の
少ない職場かつ同僚たちとは毛色の異なる
職種で苦労は絶えないものの、会社は理解
を示してくれます。当現場で働き始めて来
年年目を迎えますが、まだまだ覚えるこ
との連続で、刺激とやりがいあふれる毎日
です。特に、積極的に現場へ出てユーザー
のニーズを聞くことで信頼感を高められる
ように努力しています。またさらに視野を
広げるため、他社の講習会や展示会に参加
するなど、学びの場を自ら増やすよう心掛
けています。今後は研究者のサポートとし
てではなく、誰からも頼られるその道のエ
キスパートとして、社会貢献していくのが
目標です。
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　「トイレは居室」という名言があるほど大切な場所。きれいでおしゃれな

トイレに入ると気分がいいですよね。オフィスで働く女性にとって、トイレ

は憩いの場でもあり、気分転換の場でもあります。そこで、数々の商品を手

がけるアイカ工業の女性目線のトイレを紹介します。
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　「理想的な教育は理想的環境から」
の教育理念のもと、学園創立年の積
み上げてきた教育ノウハウを結集・体
系化し、卒業までに学生が身に付ける
「専門力」と「人間力」をステップ式
で習得する『教育設計図』は本校独自
の教育システムです。また、産業界と
の連携協力による企業課題、プロジェ
クトを通して主体的に学び、実践力を
養うことにも注力しております。
　建築学科（４年制）は、ＢＩＭ（Build
ing Information Modeling）を学べる
教育カリキュラムをいち早く構築し、
即戦力を育成しております。また、高
度専門士と学士（放送大学）の学位を
取得することも可能。年４月大学
院へ進学予定の学生もおります。建築
設計科（２年制）は、卒業と同時に二
級建築士の受験資格が得られ、建築学
科の３年次に編入学をして、毎年多く
の二級建築士が誕生しています。
　土木・造園科（２年制）は、広大な
キャンパスが実習場となり、卒業生が
「技能五輪国際大会（造園）」に
日本代表として出場しました。

　東海工業専門学校金山校は、
（昭和）年に設立し、建築設計、建
築設備、建築施工、大工、インテリア、
土木、測量分野で学科を設置してい
ます。建設業界で必要な国家資格の取
得に力を入れており、在学中に多くの
資格を取得できます。建築系では、二
級建築士の学科合格率が全国トップク
ラス。土木・測量系では「測量に関す
る専門の養成施設認定校」のため、卒
業後、無試験で測量士・測量士補が取
得できる学科を設置しており、合格率
や資格取得のバックアップに定評があ
ります。
　また、本校独自で行っている「県人
会」が就職を支援し、名古屋で学んだ
後に地方で就職をする「Ｕターン就職」
もサポートしています。近年は女性の
活躍も目立ち、建築系、土木・測量系
の女子学生も多いです。学校生活では
分野の勉強はもちろん、スーツの着こ
なし講座からメイクアップ講座まで実
施し、校内設備では女性専用の更衣室
やパウダールーム、シャワールームも
完備しており、未来の「けんせつ小町」
を応援しています。



東亜グラウト工業 日建設計

東急不動産

森ビル

コベルコ建機

アジア航測 ＴＯＴＯ

前田建設

熊谷組 竹中工務店

鹿島

三井住建道路 三菱地所 建設技術研究所

森ビル日本工営安井建築設計事務所

建設技術研究所 建設技術研究所 建設技術研究所

協和エクシオ 大建工業 太平洋セメント

大成建設 高砂熱学工業

建設技術研究所 三井住建道路 長谷工コーポレーション

類設計室 建設技術研究所 鹿島 東急不動産

建設技術研究所

竹中工務店
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